
「
育
む　

い
の
ち
」を
テ
ー
マ
に

　

山
口
県
の
開
催
テ
ー
マ
は「
育
む　

い
の
ち

　

彩
り
の
森
・
光
る
海
・
碧あ
お

い
空　

燦き
ら

め
き

の
発
進
」。
会
場
と
な
っ
た
き
ら
ら
浜
は
総
面

積
２
８
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
干
拓
地
で
、

全
国
植
樹
祭
と
し
て
は
初
め
て
の
海
浜
部
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

約
９
３
０
０
人
の
参
加
者
が
見
守
る
な
か
、

竹
で
作
っ
た
楽
器
を
演
奏
す
る
県
民
楽
団「
や

ま
ぐ
ち
バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」の
演
奏

と
、
緑
の
少
年
隊
な
ど
約
２
９
０
人
の
ダ
ン

ス
チ
ー
ム
が
舞
う
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り

を
表
現
し
た
創
作
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
よ
る
プ
ロ
ロ
ー
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
式

典
の
始
ま
り
を
告
げ
た
後
、
今
大
会
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
等
、
公
募
さ
れ
た
優
秀
作
品
に

対
し
て
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
流
失
し

た
海
岸
林
の
早
期
再
生
を
支
援
す
る
た
め
、

山
口
県
産
の
緑
化
樹
木
が
岩
手
県
・
宮
城

みどりのイベント紹介

　5月27日、第63回全国植樹祭が山口県山口市阿
あ じ す

知須の山口きらら博記

念公園を式典会場として開催されました。

　全国植樹祭は、国土の緑化や豊かな森林づくりへの理解を深めるため、

毎年春に天皇皇后両陛下のご臨席のもと、公益社団法人国土緑化推進機

構と開催県によって共催される国土緑化運動の中心的な全国行事です。

　昭和25年に山梨県で開催された第１回大会以降、毎年各都道府県を

巡って開催され、山口県では昭和31年に防
ほ う ふ

府市で開催された第7回大会以

来、56年ぶり２回目の開催となります。

天皇皇后両陛下

天皇陛下によるお手植え

皇后陛下によるお手植え
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県
・
福
島
県
に
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
山
口
県
知

事
へ
の
ふ
る
さ
と
記
念
切
手
贈
呈
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
森も

り林
づ
く
り
へ

　

開
会
挨
拶
、
三
旗
掲
揚
、
国
歌
斉
唱
で
幕

を
開
け
た
式
典
で
は
、
大
会
会
長
の
国
土
緑

化
推
進
機
構
会
長
・
横よ
こ
み
ち路
孝た

か
ひ
ろ弘
衆
議
院
議
長

が「
震
災
か
ら
の
復
興
の
な
か
、
自
然
へ
の
畏

敬
の
念
や
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
再
認

識
さ
れ
、
自
然
と
と
も
に
豊
か
に
生
き
る
社

会
の
構
築
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
多
様
な
恵

み
や
い
の
ち
を
育
む
森
林
を
未
来
に
残
し
て

い
く
た
め
に
は
、
被
災
地
に
お
け
る
森
林
・

林
業
の
復
興
は
も
と
よ
り
、
適
切
な
間
伐
や

再
造
林
な
ど
に
よ
り
、
森
林
の
整
備
・
保
全

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
」と
挨
拶
。

　

二に

い井
関せ

き
な
り成

・
山
口
県
知
事
は「
本
植
樹
祭
を

通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
皆
さ
ん
が
き
ら
ら
浜

の
舞
台
か
ら
具
体
的
な
行
動
を
起
こ
し
、
か

け
が
え
の
な
い
森
林
を
次
世
代
に
継
承
し
て

い
く
運
動
を
大
き
く
広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
」と
開
催
県
を
代
表
し
て
挨

拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
国
土
緑
化
運
動
・
育
樹
運
動
ポ

ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
、
緑
化
功
労
者
、

全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
、
山
口

県
緑
化
功
労
受
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、「
み

ど
り
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」と
し
て
昨
年
秋
か
ら

家
庭
や
学
校
で
育
て
ら
れ
た
苗
木
が
緑
の
少

年
隊
か
ら
鹿か

の野
道み

ち
ひ
こ彦

農
林
水
産
大
臣（
当
時
）

な
ど
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
行
わ
れ
た
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
お
手

植
え
・
お
手
播
き
で
は
、
天
皇
陛
下
は
ア
カ

マ
ツ（
抵
抗
性
マ
ツ
）、
ク
ス
ノ
キ
、
シ
イ
ノ

キ（
ス
ダ
ジ
イ
）を
植
樹
さ
れ
、
ヒ
ノ
キ
と
イ

チ
イ
ガ
シ
の
種
子
を
播
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

皇
后
陛
下
は
ク
ロ
マ
ツ（
抵
抗
性
マ
ツ
）、
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
、
山
口
県
花
の
ナ
ツ
ミ
カ
ン
を
植

樹
さ
れ
、
ス
ギ（
少
花
粉
ス
ギ
）と
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
の
種
子
を
播
か
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

山
口
県
の
歴
史
や
文
化
、
生
活
と
関
わ
り
が

深
い
樹
種
で
、
両
陛
下
は
介
添
え
役
を
務
め

た
緑
の
少
年
隊
の
隊
員
た
ち
に
お
声
を
か
け

な
が
ら
、
丁
寧
に
植
樹
、
播
種
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
後
、
植
樹

祭
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る「
木
製
の
地
球
儀
」が

来
年
の
開
催
県
で
あ
る
鳥
取
県
の
平ひ
ら
い
し
ん
じ

井
伸
治

知
事
へ
と
贈
ら
れ
、
式
典
は
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

震
災
か
ら
の
早
期
復
興
を
願
っ
て

　

今
回
の
植
樹
祭
で
は
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
の
早
期
復
興
を
願
っ
て
、
植
樹
会
場
内

に「
復
興
の
森
」が
設
け
ら
れ
、
被
災
地
か
ら

の
招
待
者
が
植
樹
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
関

連
イ
ベ
ン
ト「
き
ら
ら
の
森
フ
ェ
ス
タ
」に
は
、

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
受
付
や
東
北
地
方

の
物
産
販
売
等
を
行
う
復
興
支
援
ブ
ー
ス
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク「
や
ま
り
ん
」の
ピ
ン
バ
ッ
ジ
に
よ
る
緑
の

募
金
の
一
部
が
岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県

に
贈
ら
れ
ま
す
。

　

植
樹
行
事
で
は
、
24
日
か
ら
行
わ
れ
た
自

由
植
樹
と
、
式
典
の
参
加
者
に
よ
る
植
樹
を

みどりのイベント紹介

第63回全国植樹祭の
シンボルマーク「やまりん」

鹿野大臣（当時）への苗木の贈呈
山口県提供（時事通信社撮影）

植樹を行う鹿野道彦農林水産大臣（当時）
山口県提供（時事通信社撮影）

あ
わ
せ
て
35
種
類
・
約
２
万
本
の
苗
木
が
植

え
ら
れ
、
会
場
と
な
っ
た
き
ら
ら
浜
の
北
部

エ
リ
ア
は「
き
ら
ら
の
森
」と
し
て
整
備
さ
れ

る
予
定
で
す
。
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